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れる。即ち、任意の時刻 t の観測値 x ( t )は、 






















1. 患者年齢分布：毎年約 25 万人の発症の報告があり、ここから小児を中心に約 120～150
万人が発症していると見積もられているが、ここ２～３年患者数がやや減少している。
2010 年以降、 ０－4 歳児の患者数の割合が減少傾向にあり、2009 年には 78％であっ
たが、2011 年には 75％とわずかに減少している。これに伴って、５－９歳児の患者数































（２）Q1 値・Q2 値と相対湿度・雨量との関係：Q1 値および Q2値とも、雨量と有意な
相関（それぞれ ρ=0.438[P=0.002]と ρ=-0.358[P=0.014] ）が観測されたが、これらの相
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の結果、水痘の流行は北日本（北海道から京都まで）では年 2 峰性で 1 年周期と 6 ヵ月周
期が見られ、沖縄を含む南日本では 1 峰性であった。1 年周期の寄与は平均気温の上昇につ
れ増加し、６ヵ月周期は減少した、時間変動パターンが 2 峰性から 1 峰性になる閾値は平
均気温が 8.5℃であることが観測された。以上より、水痘の罹患数は気温が 5-20℃で増加
し 20℃以上、5℃以下では減少する。このことが北日本で 2 峰性の流行が見られる理由で
あることが明らかとなった。 
以上の結果および質疑応答の状況を勘案し、審査委員全員から本研究成果が医学博士の
学位に値するものであるとの評価を得た。 
 
